
 
 
 
 
 

 

１月に入り、本校でもインフルエンザが複数名発生しました。今季は、新型コロナウイル

ス感染症とインフルエンザの同時流行に伴い、医療機関の混雑が予想されています。そのた

め、県教育委員会の指示を受け、出席停止後の登校許可書の様式を見直すこととしました。

従来であれば、出席停止となる感染症（インフルエンザ、溶連菌感染症等）に罹患した場合、

医療機関を再度受診し、登校許可書を医師に記入してもらっていました。しかし、２月１日

より、書類名を登校届出書に改め、保護者に記入いただく様式に変更します。ただし、医療

機関を適切に受診されていることを確認するため、調剤明細書等の写し等が１通必要になり

ます。本校ホームページの掲載様式も併せて変更しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年２月１日 
鳥取東高等学校 

保健室 

登校可能な日付、受診した医療機関名、生徒氏名、保護者名（押印必要）の記入 

インフルエンザの場合、２箇所のチェックが必要 

病名に○印の記入 


